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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
友
達
関
係
・
・
・
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
０
０
０
Ｚ

【
作
者
名
】

　
桜

【
あ
ら
す
じ
】

　
由
佳
・
未
羅
・
美
羽
の
友
情
関
係
を
書
い
て
い
き
ま
す
。
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主
な
登
場
人
物
紹
介
（
前
書
き
）

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
混
ぜ
る
の
で

話
が
、
グ
ダ
グ
ダ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

頑
張
り
ま
す
の
で
、
暖
か
い
目
で
見
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。
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主
な
登
場
人
物
紹
介

○
主
な
主
人
公
○
　
　

・
川
田
　
由
佳

か
わ
た

ゆ
か

　
小
４
　
１
０
歳
　
女

　
気
が
弱
く
、
自
分
の
思
い
を
親
友
に
も

　
あ
ま
り
伝
え
な
い
・
友
達
運
が
無
い

　
美
羽
の
事
は
、
好
き
だ
が

　
未
羅
の
事
は
、
正
直
苦
手

　
未
羅
が
怖
く
て
、
未
羅
に
は
逆
ら
え
な
い

・
木
野
　
未
羅

き
の

み
ら

　
小
４
　
１
０
歳
　
女

　
気
が
強
く
、
自
分
よ
り
立
場
の
上
の
人
と

　
立
場
が
下
の
人
で
は
、
態
度
が
違
う

　
由
佳
の
事
は
、
好
き
だ
が

　
美
羽
の
事
は
、
嫌
い

・
高
橋
　
美
羽

た
か
は
し

み
う

　
小
４
　
１
０
歳
　
女

　
正
義
感
が
あ
り
、
皆
に
平
等
に
接
す
る

　
皆
に
、
好
か
れ
て
い
る

　
由
佳
の
事
は
、
好
き
だ
が

　
未
羅
の
事
は
、
正
直
嫌
い

　
未
羅
と
の
関
係
で

　
由
佳
の
事
を
心
配
し
て
い
る
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日
常
（
前
書
き
）

由
佳
の
心
の
声
は
『
』
で
囲
み
ま
す
。
　

由
佳
・
・
・
由
「
」

由
佳
の
マ
マ
・
・
・
マ
「
」

美
羽
・
・
・
美
「
」

未
羅
・
・
・
未
「
」

で
表
し
ま
す
。
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日
常

マ
「
い
つ
ま
で
寝
て
る
の
！
遅
刻
す
る
わ
よ
！
！
」

　
　
マ
マ
の
声
で
、
飛
び
起
き
っ
て
学
校
の
準
備
を
す
る
。

マ
「
朝
食
は
？
」

由
「
い
ら
な
い
！
！
行
っ
て
き
ま
ー
す
！
！
」

　
　
『
今
日
も
ま
た
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
。
』

　
　
と
ぼ
と
ぼ
と
学
校
へ
向
か
う
由
佳
。

？
「
お
は
よ
う
♪
」

　
　
『
こ
の
声
は
！
！
』

由
「
お
は
よ
う
。
美
羽
。
」

美
「
テ
ン
シ
ョ
ン
低
い
よ
？
」

由
「
だ
っ
て
、
教
室
行
っ
た
ら
未
羅
い
る
ん
だ
よ
？
」

美
「
じ
ゃ
あ
、
一
緒
に
居
な
き
ゃ
い
い
じ
ゃ
ん
！
」

由
「
私
だ
っ
て
そ
う
し
た
い
よ
。
で
も
怖
い
し
・
・
・

　
　
そ
れ
に
・
・
・
美
羽
の
悪
口
言
う
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

美
「
未
羅
が
、
う
ち
の
悪
口
言
っ
て
る
の
は
知
っ
て
る
。

　
　
で
も
、
う
ち
の
事
は
気
に
し
な
い
で
！
！

　
　
未
羅
な
ん
か
に
負
け
な
い
し
さ
！

　
　
由
佳
が
、
本
当
に
未
羅
と
一
緒
に
居
る
の
が

　
　
嫌
に
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
お
い
で
！
！

　
　
待
っ
て
る
か
ら
！
！
」

由
「
う
ん
！
大
好
き
美
羽
」

美
「
う
ち
も
、
由
佳
大
好
き
！
！
」

　
　
そ
ん
な
話
を
し
て
る
う
ち
に
、
学
校
へ
つ
い
た
。

　
　
２
人
で
教
室
に
向
か
う
。

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ

　
　
由
佳
が
教
室
の
ド
ア
を
開
け
、
美
羽
と
２
人
で
教
室
に
入
る
。

？
「
お
は
よ
ぅ
☆
由
佳
！
」
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由
「
お
は
よ
う
。
未
羅
ち
ゃ
ん
」

未
「
な
ん
で
高
橋
さ
ん
と
一
緒
に
教
室
に
入
っ
て
き
た
の
？
」

由
「
そ
れ
は
・
・
・
美
「
そ
こ
で
あ
っ
た
か
ら
。
」

未
「
高
橋
さ
ん
に
聞
い
て
な
い
し
。
」

未
「
高
橋
さ
ん
っ
て
で
し
ゃ
ば
り
だ
よ
ね
！
！
」

　
『
ま
た
だ
。
未
羅
ち
ゃ
ん
は
悪
口
言
う
と
き
は
、

　
　
私
に
し
か
聞
こ
え
な
い
声
で
言
う
。
』

由
「
そ
う
だ
ね
。
」

　
　
由
佳
は
、
未
羅
が
言
う
悪
口
は
聞
き
流
し
て
い
る
。

　
　
未
羅
が
美
羽
の
悪
口
を
由
佳
に
言
う
の
は

　
　
い
つ
も
の
事
だ
。

　
　
で
も
、
今
日
は
違
っ
た
。

　
　
由
佳
は
、
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
こ
れ
か
ら
起
こ
る
事
に
・
・
・
。
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３
年
生
、
事
件

　
い
つ
も
通
り
に
、
４
時
間
目
ま
で
授
業
を
受
け

　
給
食
を
食
べ
、
掃
除
を
し
て

　
由
佳
は
、
未
羅
と
昼
休
み
　
教
室
で
お
絵
か
き
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。

　
『
ト
イ
レ
・
・
・
行
き
た
い
・
・
・
。
』

由
「
未
羅
ち
ゃ
ん
、
私
ト
イ
レ
行
っ
て
く
る
ね
。
」

未
「
了
解
！
待
っ
て
る
ね
♪
」

由
「
う
ん
。
す
ぐ
戻
っ
て
く
る
か
ら
。
」

　
由
佳
は
、
急
い
で
ト
イ
レ
へ
向
か
う
。

　
『
遅
く
な
る
と
、
未
羅
ち
ゃ
ん
う
る
さ
い
ん
だ
よ
な
ぁ
。
』

　
　
　
　
　
～
数
分
後
～

　
『
遅
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
。

　
　
未
羅
ち
ゃ
ん
、
許
し
て
く
れ
る
か
な
？
』

　
恐
る
恐
る
　
教
室
の
ド
ア
を
開
け
る
由
佳
。

　
ド
ア
を
開
け
て
み
る
と
・
・
・

　
目
の
前
に
は
、
先
生
と
話
し
て
い
る
未
羅
。

　
『
何
し
て
る
ん
だ
ろ
う
？
』

由
「
何
し
て
る
の
？
未
羅
ち
ゃ
ん
！
！
」

未
「
え
っ
！
　
別
に
何
も
し
て
な
い
よ
！
！
」

　
『
あ
れ
？
未
羅
ち
ゃ
ん
、
何
か
持
っ
て
る
？
』

由
「
未
羅
ち
ゃ
ん
、
何
持
っ
て
る
の
？
見
せ
て
！
！
」

　
由
佳
は
未
羅
が
手
に
持
っ
て
い
る
も
の
を
と
っ
て
見
た
。

　
そ
れ
も
見
た
由
佳
は
、
言
葉
を
失
っ
た
。

由
「
・
・
・
。
」

未
「
由
佳
、
ご
め
ん
ね
。
未
羅
が
目
離
し
て
る
間
に
誰
か
が
書
い
た
み
た
い
・
・

・
。

　
　
未
羅
の
せ
い
だ
よ
ね
・
・
・
。
本
当
に
ご
め
ん
ね
。
」

　
未
羅
が
持
っ
て
い
た
も
の
、
そ
れ
は
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さ
っ
き
ま
で
、
由
佳
が
絵
を
描
い
て
遊
ん
で
い
た

　
由
佳
の
自
由
帳
だ
っ
た
。

　
で
も
、
さ
っ
き
ま
で
の
自
由
帳
で
は
な
か
っ
た
。

　
自
由
帳
の
表
紙
に
・
・
・

　
【
川
田
　
由
佳
】

　
【
バ
カ
】

　
【
死
ね
】

　
【
消
え
ろ
】

　
【
学
校
に
来
る
な
】

　
っ
と
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い
て
あ
っ
た
。

先
「
未
羅
さ
ん
の
、
せ
い
で
は
無
い
わ
。
」

未
「
で
も
・
・
・
。
」

由
「
私
は
・
・
・
大
丈
夫
だ
よ
・
・
・
。
」

　
由
佳
の
目
か
ら
は
涙
が
流
れ
て
い
る
。

由
「
未
羅
ち
ゃ
ん
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
・
・
・
。

　
　
気
に
し
な
い
で
・
・
・
心
配
し
て
く
れ
て
有
難
う
・
・
・
。
グ
ス
ッ
」

先
「
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
日
の
学
級
会
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！
」

未
「
は
い
！
未
羅
は
犯
人
が
ゆ
る
せ
な
い
よ
！
！
」

先
「
川
田
さ
ん
も
、
そ
れ
で
い
い
わ
ね
。
」

由
「
は
い
・
・
・
。
」

　
『
今
日
の
事
は
、
明
日
の
話
し
合
い
が
終
わ
っ
た
ら

　
　
マ
マ
に
言
お
う
。
心
配
か
け
た
く
な
い
か
ら
・
・
・
。
』

５
時
間
目
が
終
わ
っ
て
、
由
佳
は
急
い
で
家
に
帰
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

友達関係・・・。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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